ゲレンデ・シュプルンクの動作分析的研究 by 浜田 建司
76 
ゲレンデ・シュプルンクの動作分析的研究




















昭和61年 5月4日 （天候：晴，気温： 20℃，雪質：湿雪）
2) 場 所 新潟県津南スキー場
3) ジャンプ台の設定












けた。なお A• B • C及び着地点に各々計測員 2名を配置しポイントごとに通過タイムと
飛距離（台先端の直下より着地時の靴の位置まで）を計測した。
6) 実験の収録
スタート後A地点より着地点までをVTR(ビクターHR-C 3, 30/ sec)及びモーター











被］こ之ここ ？昇 身(cm長) 体(kg重) ス（キ年ー数経）験 SAT認定資格
： ① 0 • S 37 168 68 10年以上 指 導 員( K•H 43 173 77 10年以上 指 導 員③ K • 0 28 170 65 10年以上 指 導 員
: ＆
④ I • A 24 175 70 5年未満 所持級なし (3級程度）
( M•N 24 168 65 5年未満 所持級なし (3級程度）



































































































こ 撮影開始点より踏切地点まで 踏切から空中の最高地点まで 踏切から着地点まで到達距離(7l1,） 移行時間(sec) 到達距離（m) 移行時間(sec) 飛距離 (7l,） 滞空時間(sec)
熟
① 0 • S 1.24 4. 70 0.94 9.70 2.00 
( K•H 6. 00 1.26 4. 00 0.8() 9.24 1.86 
練 .(...K...•.O . 筆-・ 0.... ＿ _ 0 ・”...·~ ・ -• ・ •,.1.1.... ． 2-7 6-.•言 ....~ •• O -3.-406 -5 ·~ー・' •• O - - - -0.-66 80----• ·~ ・ ----89・ ..•27•ー74 ・ ·~— -----! :．73_ 0 - -
者 X 4. 1. 86 
士 SD 0.01 0. 51 0.11 0.38 0.11 
l 
i 
④ I • A 1.30 2.55 0.54 6.15 1.34 
( M•N 6. 00 1.34 2.92 0.67 6.87 1.60 
怠)..H. ？ •K. .. --... ＿...... -------1・-.-3-4------• • ・2•. 34 -•--・ -・ー--0-.-.53 8 ---------6-.-34-6  ----------1-. ・4・6 ・-・ X 1.33 2.60 1,47 
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＇ お6.66 933.33 丞 6.66 2933.33 
図 4 上体の前傾角度と膝関節角度の関係
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解析ヽンステムにより算出した上体の前傾角度と膝関節角度の関係は表 3及び図 4に示した。
熟練者の三局面に見る上体と膝の角度との関係は，それぞれに (r= 0. 52 • 0. 92 • 0. 93沢液）り特
に空中最高点と着地点では極めて高い相関が認められる。一方，未熟練者では踏み切り地点で
















こ 踏 切 地 ‘占 空中の最高地点 着 地 点‘ 上体の角度 膝の角度 上体の角度 膝の角度 上体の角度 膝の角度
熟
① 0 • S 110° 110° 芍゜ 62° 124° 102° 
( K•H 122 132 50 71 135 122 
練 .(.....K..•..O . ・-・-112・5 9 ・・---・・ . ．ー11ー・95 ・・・・・・~一 .......~ 65・ 8 1•. 7 ..~ ・ • • -・--・77-09 -.・7 -----.....11.212 4 ••••••• • • -.. 1-.90. 7 --... 
者 X 
士 SD 6 ， 12.7 6.9 ， 11 
④ I • A 89 104 74 64 97 99 
: 点
( M•N 83 104 75 83 89 99 
ー⑥・ーH・0.•- K --. -・・87・42 ·•——_—. ー・ 01.90.30 .• --••ー·· • ・・---98・2 0・.・3・3 一...--... 77 -4.．匂..... .．.．9.35 ．.7 -•• ---・・-1010・6 1 ・----・ 
X 
+ SD 6.2 5 10.11 9.71 3.4 3 
表4 斜面に対する上体の迎角（＊）
こ ジャンプ台進入時 踏 切 時 ＊空最中高の時 ＊着準地備時の ＊ 台との迎角 ＊ 台との迎角 着地時＊ 
① 0 • S 32° 50° 53° 71° 46° 73° 72° 
②R K•H 36 54 58 76 42 62 67 
K•D 48 66 64 82 51 76 69 
X 38.67 56.67 58.33 76.33 46.33 70.33 69.33 
士 SD 8.32 8.32 5.50 5.50 4.50 7. 37 2.51 
④ I • A 58 76 45 63 67 70 58 
⑤R M•N 45 63 40 58 55 62 62 
H•K 45 63 40 58 67 79 58 
X 49.33 67.33 41. 67 59.67 63.00 70.33 59.33 
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